
2026 年 8 月 6 日 

京都府立植物園 御中 

京都みらいグリーンパートナーズ  御中 

なからぎの森の会（京都府立植物園整備計画の見直しを求める会） 

 

京都府立植物園が「生きた植物の博物館」として発展することを願う要望書 

 

2020 年 12 月に京都府は「北山エリア整備基本計画」を発表しました。この「計画」には、植

物園に関しては、①北山通りや半木の道に沿った垣根や樹木を減らして商業施設を作り、園内

への出入口をいくつも作って周辺との往来を活発化する、②大芝生広場にイベント用のステー

ジを作る、③バラ園や沈床花壇に「イベント活用広場」を作る、また④バックヤードの面積も縮小

されるなどの問題がありました。 

私たち「なからぎの森の会」は、この計画に疑問を持ち、翌年 3 月に結成された市民団体で

す。私たちは、100 年以上の歴史があるこの植物園を深く愛し、その発展・維持を願っている

ものです。2021 年以来、３年にわたって毎土曜日に北山門前で宣伝活動や署名を行い、基本

計画の見直しを京都府知事に申し入れてきました。署名は京都府民だけでなく全国、世界から

も 17 万筆余が集まりました。 

このような世論により、京都府は 2023 年２月 20 日の第四回植物園有識者懇話会で、府

立植物園に関する「見直し案」を提示しました（図参照）。この「案」では当初の「北山エリア整備

基本計画」にあった問題点は一定解消され、当初の整備計画よりは前進が見られ、評価できる

ものでした。私たちは、この案を出発点として、植物園が「生きた植物の博物館」として発展・維

持されることを望んでいます。 

このたび、府立植物園の管理・運営をする組織が、京都みらいグリーンパートナーズに変更と

なりました。つきましては、2020 年以来の府立植物園をめぐる経緯と私たちの思いをお知ら

せしたいと思い、今回の面談を申し入れた次第です。面談に応じていただき、厚く感謝いたし

ます。管理運営業務委託業者、関係者の皆様にお願いしたいのは以下です。 

 

1、府立植物園の最も大切な目的・役割は、「生きた植物の博物館」として府民・市民に学びと憩

いを提供することです。 

2、そのために、取り組まれるイベント・行事・営業にはおのずと節度が要請されます。植物園が

単なる緑化公園と同じにならないように，配慮を持って取り組んでいただきたい。 

３、植物園の管理規定及び禁止事項の順守を心掛け、アルコール類の持ち込み・販売禁止など

を厳格にしていただきたい。 

４、昨年から行われてきた夜のライト・イベントは、園内の植物にかなりのダメージを与えている

ように推測されます。このライト・イベントの影響を検証し、植物を大切にする思いで、イベン

ト等の取組を考えていただきたい。 

5、恒例の春のお花見、秋の紅葉の時期には、夜間もこれまで通リ通常料金で入園者が鑑賞で

きるようにしていただきたい。  

６．園の改修・実施計画（案）ができましたら、事前にその概要を府民に知らせていただきたい。 

以上 



◇参照資料 

 

「北山エリア整備基本計画」 2020 にある植物園等の整備計画図（「なからぎの森」12 号） 

第４回府立植物園有識者懇話会 2023 府立植物園に関する「見直し案」（図）（「なからぎの森」

特別号） 

京都府立植物園管理規定（コピー） 

京都府立植物園禁止事項（コピー） 

京都府立植物園創設趣意書（コピー） 

なからぎの森の会編 ２０２５『こうして京都府立植物園はまもられた』かもがわ出版 

同             2024『京都府立植物園を壊さないでー資料集Ⅰ・Ⅱ』木村桂文社 


